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用語解説
地方交付税
　国から町に交付さ
れる交付金
県支出金
　県からの補助金や
委託金など
繰入金
　基金などからの繰
入金
町税
　町民のみなさんが
納めた税金
国庫支出金
　国からの補助金や
委託金など
町債
　町の借入金

単位：千円

地方交付税
1,662,188
（36.6%）

町債
273,219
（6.0%）

国庫支出金
376,162
（8.3%）

県支出金
836,057
（18.4%）

諸収入
67,235（1.5%）

繰越金
262,548
（5.8%）

その他
90,218（2.0%）

（　）は構成比
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。
み
な
さ
ん
か
ら
納
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補
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平
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45億3，771万円43億4,050万円
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額　

二
十
万

繰入金
506,356
（11.2%）

町税
463,728
（10.2%）
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災害復旧事業費
517,407
（11.9%）

積立金
598,557
（13.8%）

普通建設事業費
631,911
（14.6%）

人件費
567,727
（13.1%）

補助費等
594,186
（13.7%）

物件費
397,950
（9.2%）

繰出金
278,503
（6.4%）

維持補修費
135,799（3.1%）

扶助費 61,740（1.4%）

（　）は構成比

単位：千円

公債費
537,646
（12.4%）

貸付金 19,080（0.4%）

43億4,050万円

　普通建設事業費と災害復旧事
業費からなり、施設や道路の整
備など将来に残るものに対して
支出するものです。
主な事業と事業費
◦町道滝沢・田沢線改良事業
	 １億７,３４８万円
	 （繰越事業費含む）
◦真空凍結乾燥機・粉砕機等整
備事業
	 ２,２６２万円
◦中川町営住宅建築工事
	 ５,６４４万円
◦農業施設災害復旧事業
	 ２億４,３３８万円
	 （繰越事業費含む）
◦土木施設災害復旧事業
	 ２億６,０６９万円
	 （繰越事業含む）

　人件費、公債費及び扶助費か
らなり、支出が義務付けられて
いる義務的経費は前年度に比べ
１億９,２０６万６千円の増加と
なっています。これは公債費に
おいて２億５,７８７千円の繰上
げ償還を行ったことによるもの
です。
項目及び額（前年度比）
◦公債費	 ５億３,７６５万円
	 （６４.３％増）
◦人件費	 ５億６,７７３万円
	 （１.４％減）
◦扶助費	 ６,１７４万円
	 （１４. ３％減）

　歳出のうち、投資的経費と義
務的経費以外の経費は前年度に
比べて、２億９,８７２万円（１
２.９％）の減となりました。
主な項目及び額（前年比）
◦物件費	 ３億９,７９５万円
	 （１.２％増）
◦繰出金	 ２億７,８５０万円
	 （１６.１％減）
◦補助金等	 ５億９,４１９万円
	 （３８.７％増）
◦積立金	 ５億９,８５６万円
	 （４０.６％減）

用語解説
普通建設事業費
　町道の改良工事など
積立金
　只見川豪雨災害復旧基金
や災害対策基金への積み立
てなど
補助費等
　さまざまな団体などへ支
払う補助金や報償費
人件費
議会議員や各種委員の報酬、
職員給与など
公債費
　町が借りた町債の返済額
災害復旧事業費
　主に新潟・福島豪雨災害
により被災した施設を復旧
するための経費
物件費
　需用費、委託料など
繰出金
　特別会計の事務経費など
維持補修費
　町施設の維持保全など
扶助費
　福祉対策などの社会保障
にあてる費用
貸付金
　奨学金など

歳出総額

投資的経費義務的経費その他の経費

大切な住民健診
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一般会計歳出（目的別）
名　　前 金　　額 構成（％） 主　な　用　途
総 務 費 １５億２,６９４万円 ３５.２ 町行政の管理全般
公 債 費 ５億３,７６５万円 １２.４ 国や金融機関からの借入金（町債）の返済
災害復旧費 ５億１,７４０万円 １１.９ 災害に係る土木施設・農林水産施設等の復旧工事
土 木 費 ４億４,５６８万円 １０.３ 町道の改良・修繕・道路除雪
民 生 費 ３億５,１０６万円 ８.１ 高齢者・障がい者・児童等の福祉対策
衛 生 費 ２億３,７２０万円 ５.５ ごみ処理、健康診断、予防接種等
教 育 費 ２億０,９２１万円 ４.８ 小中学校教育全般、生涯学習・地域文化
商 工 費 ２億０,２０８万円 ４.７ 商工業・観光の振興
消 防 費 １億１,３８４万円 ２.６ 消防施設の整備・修繕、防災対策
農林水産費 １億１,０００万円 ２.５ 農林水産業の振興、林道改良・修繕
議 会 費 ４,９１４万円 １.１ 町議会の運営
労 働 費 ４,０３１万円 ０.９ 失業対策、雇用対策
合 計 ４３億４,０５０万円 １００.０

特別会計決算
会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出

国民健康保険事業勘定（医療費） ３億９,３９０万円 ３億７,４５９万円
国民健康保険施設勘定（診療所） １億２,４８２万円 １億２,４８２万円
簡易水道事業 １億７,０９３万円 １億５,６２７万円
町営バス事業 １,５４８万円 １,５４８万円
農業集落排水事業 ３４４万円 ３４４万円
介護保険事業 ４億９,０３４万円 ４億６,８２５万円
特定地域生活排水処理事業 ９,６３１万円 ９,６３１万円
後期高齢者医療事業 ４,５５２万円 ４,５５１万円
特定環境保全公共下水道事業 ６,８４５万円 ６,８４５万円

健全化判断比率

指　標　名 金山町の比率 早期健全化
基 準

財 政 再 生
基 準平成２５年度 平成２４年度

①実質赤字比率 ― ― １５.０ ２０.０
②連結実質赤字比率 ― ― ２０.０ ４０.０
③実質公債費比率 ４.４ ６.１ ２５.０ ３５.０
④将来負担比率 ― ― ３５０.０ -

資金不足比率

会　　計　　名 金山町の比率 経営健全化
基　　　準

簡易水道事業特別会計 ― ２０. ０
農業集落排水事業特別会計 ― ２０. ０
特定地域生活排水処理事業特別会計 ― ２０. ０
特定環境保全公共下水道事業特別会計 ― ２０. ０
※赤字または資金不足が生じていない場合は「－」で示しています。

426.10.8　広報かねやま



町職員・町特別職の給与などのお知らせ
　町一般職員の給与などは人事院と県人事委員会の勧告を基に、町長や議会議長など
の特別職の給与（報酬）などは、金山町特別職報酬等審議会の審議に基づき町議会の
議決を経て条例により支給されています。

１ 職員給与（一般行政職の平成２６年１０月現在の平均給料月額は３０５,６８８円、平均年齢は４１.３歳）
平成２６年度給料 期末・勤勉等手当 計
２億２,５４７万円 ８,０８６万円 ３億６３３万円

初　任　給
大 学 卒 １７５,１００円
短 大 卒 １５５,４００円
高 校 卒 １４２,５００円

６月期 １２月期
期 末 手 当 １.２２５か月 １.３２５か月
勤 勉 手 当 ０.６７５か月 ０.６７５か月

一　般　行　政　職
医療職 技　能

労務職 計
１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的
な職務 主事 主査

係長
主任主査
主査

主幹
係長 課長 課長

職員数 ８人 ５人 １６人 １５人 ５人 ３人 ３人 ５人 ６０人
構成比 １３.４％ ８.３％ ２６.７％ ２５.０％ ８.３％ ５.０％ ５.０％ ８.３％ １００％

町　長 副町長 教育長 議　長 副議長 議　員
給料（報酬）の月額 ７０１,０００円 ５６７,０００円 ５２８,０００円 ２５３,０００円 ２０４,０００円 １８３,０００円
期末手当の支給割合 ６月期は１.４か月分、１２月期は１.５か月分

４ 職種別職員数

２ 初任給 ３ 諸手当

５ 特別職の給料（報酬）などの状況

６ 一般職員の配置状況（平成２６年１０月現在）
課係等名 人　員 課係等名 人　員 課係等名 人　員
総 務 ８ 保 健 福 祉 ７ 上 下 水 道 ４
診 療 所 ４ 復 興 政 策 ５ 住 民 税 務 ５
農 林 振 興 ４ 保 育 所 ６ 議会・監査 １
出 納 １ 商 工 観 光 ２ 横田出張所 １
教 育 ６ 建 設 ６ 合 計 ６０
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ゴール目指して頑張るぞ！
保育所合同運動会

　９月６日かねやまホ
ーム前の広場でかねや
まホームの秋まつりが
盛大に行われました。
ホームの入居者、利用
者とその家族や地域の
方々など大勢参加され
ました。会場には商工
会青年部の出店や、わたあめ、くじ引きなどのコ
ーナーが設けられ、参加者は思い思いに楽しんで
いました。かねやまホームの職員によるダンスや
川口高校合唱部による合唱なども披露され、会場
を盛り上げていました。まつりの最後には豊年踊
りが行われ、太鼓の音が響いていました。

太鼓の音も賑やかに
かねやまホーム秋まつり

いつまでもお元気で
金山町敬老会

　９月２０日に中川グラウンドで、川口保育所
と横田保育所の合同運動会が元気一杯に行われ
ました。子どもたちは、この日のために練習して
きた種目やダンスなどを一生懸命行っていました。

お父さん、お母さんも頑張って

元気に誓いの言葉を発表

出し物に見入る参加者

米寿の表彰を受ける須佐晃さん（山入一）

　９月１５日に町民体育館で金山町敬老会が行わ
れ、約４００名が来場しました。長谷川律夫町長
が「みなさんが元気でなによりです。これからも
ご活躍されることを祈っております」と話しました。
　来賓祝辞のあと、町長から今年、米寿をむかえ
られた方に米寿記念品の贈呈が行われました。あ
わせて、老人クラブ連合会と福島民報社からの金
婚表彰も行われました。
　祝宴では、民謡歌手によるステージショーが行
われ参加された方たちはたのしいひとときを過ご
されました。

　家族や地域の方からは子どもたちがゴールす
る度に大きな拍手が送られ、子どもたちは順位
にこだわらず喜んでいました。保護者が参加す
る種目も多く、子どもたちは父母や祖父母の手
を引っ張ってスタートに並んでいました。
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早く食べたいな
小学校で稲刈り

音楽で交通安全広報
小学校鼓笛パレード

健闘空しく初戦敗退
市町村対抗軟式野球大会

お餅のためにがんばるぞ（金山小学校）

元気に行進（横田小学校）

ランナーを３塁において得点追加のチャンス

　９月２２日にさわやかな秋空の下、
各小学校で稲刈りが行われました。
　金山小学校では地区の方に手伝っ
てもらいながら、高学年が刈り取っ
た稲を低学年がまとめて縛ったり、
運んだりしていました。
　横田小学校では地区の方と保護者
の方たちと一緒に稲刈りをしました。
子どもたちは１人でたくさんの稲の
束を抱えて運んでいました。
　どちらの子どもたちも「お餅を早
く食べたい」「お餅をたくさん食べ
たいから頑張るぞ」と張り切って稲
刈りを行っていました。

　横田小学校では９月２６日に、金
山小学校では９月３０日に、それぞ
れ交通安全鼓笛パレードを行いまし
た。
　沿道には子どもたちの演奏を見よ
うと地区の方々が集まり、子どもた
ちが通るとあたたかい拍手を送って
いました。子どもたちは元気良くパ
レードを行い交通安全を呼び掛けて
いました。

　９月１５日に本宮市のしらさわグ
リーンパーク野球場で市町村対抗県
軟式野球大会が行われました。平田
村を相手に、金山町チームは先制点
を取ったものの逆転されてしまい、
２対９で初戦敗退となりました。
　応援に詰めかけた人たちからは、
選手のがんばりにあたたかい拍手が
送られていました。
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お
知
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せ
今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

納期限は

10月31日
です

◦
町

・

県

民

税　
　

３
期

◦
固

定

資

産

税　
　

３
期

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

３
期

★
１０
月
★

▼
12
日（
日
）

◦
金
山
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式

　

午
前
10
時
〜

	
	

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
15
日（
水
）

◦
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜	

御
神
楽
館

▼
23
日（
木
）

◦
４
歳
児
健
診

　

午
前
９
時
〜　

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
25
日（
土
）・26
日（
日
）

◦
奥
会
津
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

　

午
前
10
時
〜　

	
	

町
民
体
育
館
周
辺

▼
26
日（
日
）

◦
福
島
県
知
事
選
挙

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時

	
	

各
投
票
所

★
１1
月
★

▼
３
日（
祝
）

◦
各
地
区
文
化
祭

▼
６
日（
木
）

◦
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜	

金
山
町
役
場

▼
７
日（
金
）

◦
４
ヵ
月
児

　

午
前
11
時
15
分
〜

	
	

坂
下
厚
生
病
院

▼
６
日（
木
）・７
日（
金
）

◦
一
人
暮
ら
し
の
つ
ど
い

　

午
前
10
時
30
分
〜

	
	

ゆ
う
ゆ
う
館

案
　
　
　
内

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙

の
投
票
が
10
月
５
日
に
行
わ
れ
、

届
出
順
に
長
谷
川
律
夫
さ
ん

（
西
谷
・
76
歳
）、
長
谷
川
盛
雄

さ
ん（
川
口
・
68
歳
）、
坂
内
譲

さ
ん（
玉
梨
・
45
歳
）の
３
人
が

立
候
補
し
ま
し
た
。
選
挙
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
も
町

長
選
と
同
じ
く
、
９
月
30
日
に

告
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
欠

員
１
名
に
対
し
青
柳
精
一
さ
ん

（
本
名
・
76
歳
）の
ほ
か
に
立
候

補
の
届
け
出
が
な
く
、
無
投
票

で
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
27
年
12
月
21
日

ま
で
で
す
。

金
山
町
長
選
挙
で

　
　
　
　
長
谷
川
盛
雄
さ
ん
が
当
選

町
議
会
議
員
に

青
柳
精
一
さ
ん

長谷川盛雄さん

青柳精一さん

　

会
津
若
松
税
務
署
で
は
、
平

成
26
年
分
の
年
末
調
整
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

11
月
17
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

※
受
付
は
午
後
１
時
〜

▼
会
場

　

三
島
町
町
民
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ

　

会
津
若
松
税
務
署

☎
０
２
４
２
︲
27
︲
４
３
１
１

年
末
調
整
説
明
会

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
け
出
が
必
要
で
す

　

新
築
や
老
朽
化
な
ど
で
不
要

に
な
っ
た
住
宅
・
倉
庫
・
土
蔵

な
ど
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時

は
、
住
民
税
務
係
ま
で
家
屋
滅

失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在

の
台
帳
登
録
分
が
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し

て
も
家
屋
滅
失
届
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
家

屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
家
屋
の
新
築
や
増

築
な
ど
を
さ
れ
た
方
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

	

☎
54
︲
５
１
２
１

10
月
は
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
で
す

　

県
で
は
、
関
係
団
体
と
協
力

し
て
不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
県
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
不
正
軽
油
の
製
造

や
販
売
、使
用
に
関
す
る
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
県
庁
税
務
課

ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興
局

県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４
︲
５
２
１
︲
７
２
０
５

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
２
︲
29
︲
５
２
６
１

氏　名 得票数
長谷川盛雄 ６６８.０１５票
長谷川律夫 ６４７.９８４票
坂内　　譲 ４９４	 票

投票総数 １,８３２

内　　訳 有効投票 １,８１０
無効投票 ２２

投 票 率 ８６.２９％

按分切り捨て票０.００１票
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ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

⃝

西
白
河
郡
矢
吹
町
の

金
澤
壮
一
さ
ん
よ
り
十
万
円

⃝
会
津
若
松
市
の

寺
川
智
さ
ん
よ
り　

十
万
円

⃝
埼
玉
県
の

五
十
島
幸
子
さ
ん
よ
り

	

六
千
円

⃝
埼
玉
県
熊
谷
市
の

大
和
田
良
一
さ
ん
よ
り

	

五
万
円

⃝
須
賀
川
市
の

高
橋
恵
美
子
さ
ん
よ
り

	

三
万
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
３
名
か
ら

	

三
万
円

　

ご
寄
付
は
自
然
環
境
の
保
全

事
業
や
復
興
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
産
米
に
つ
い
て

も
放
射
性
物
質
の
全
量
全
袋
検

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
農
家
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

全
袋
検
査
で
は
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
式
の
放
射
能
検
査
機
に
よ

り
30
ｋ
ｇ
の
袋
単
位
（
玄
米
）

で
、
く
ず
米
を
含
む
全
て
の
米

の
検
査
を
行
い
ま
す
。（
自
家

消
費
米
や
贈
答
用
の
お
米
も
検

査
対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

今
年
も
検
査
諸
管
理
費
補
て

ん
金
を
生
産
者
に
お
支
払
い
し

ま
す
。
単
価
は
、
１
袋　

あ
た

り
出
荷
米
は
１
９
８
円
、　

直

販
米
及
び
自
家
保
有
米
は　

３

１
１
円
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

（
検
査
日
程
、
検
査
場
へ
の
搬

入
方
法
、
検
査
予
約
等
に
つ

い
て
）

Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
金
山
総
合

支
店
横
田
支
所

	

☎
56
︲
４
０
０
２

（
検
査
に
つ
い
て
）

会
津
坂
下
農
業
普
及
所
金
山

普
及
所　

☎
54
︲
２
８
０
１

　

農
林
振
興
係

	

☎
54
︲
５
３
２
１

米
の
全
袋
検
査

福
島
県
知
事
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す

　

福
島
県
知
事
選
挙
が
次
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
す
。
期
日
前
投

票
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
棄
権
せ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ

う
。

▼
告
示
日

　

10
月
９
日（
木
）

▼
投
票
日

　

10
月
26
日（
日
）

▼
期
日
前
投
票

　

10
月
10
日（
金
）か
ら

　

10
月
25
日（
土
）ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で

金
山
町
役
場
と
金
山
町
役
場

横
田
出
張
所
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会

	

☎
54
︲
５
１
１
１

人
　
　
　
事

　

監
査
委
員
に
馬
場
清
次
さ
ん

（
大
塩
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
26
年
９
月
18
日
か

ら
平
成
27
年
12
月
21
日
ま
で
で

す
。

　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
横
田
地

区
担
当
の
民
生
児
童
委
員
が
次

の
方
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

横
田
洋
子
さ
ん
（
横
田
）

　

任
期
は
平
成
26
年
９
月
10
日

か
ら
平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
長
に
山
口
京
子
さ

ん（
板
下
）、
教
育
委
員
長
職
務

代
理
者
に
諏
江
康
幸
さ
ん
（
下

大
牧
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
26
年
10
月
１
日
か

ら
１
年
間
で
す
。

　

10
月
１
日
付
け
で
次
の
方
が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

	

（
敬
称
略
）

◦
横
田　

耕
一　
（
横
田
）再
任

◦
長
谷
川
美
喜
子（
西
谷
）新
任

◦
星　
　

俊
子　
（
板
下
）新
任

　

任
期
は
平
成
29
年
９
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

な
お
、
９
月
30
日
付
け
で
次

の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

栗　

田　

傳
三
郎（
本　

名
）

　

星　
　
　

千
恵
子（
上　

田
）

　

横
田
公
民
館
長
に
岩
渕
憲
二

さ
ん
（
山
入
二
）
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
26
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

監
査
委
員

民
生
委
員

教
育
委
員

人
権
擁
護
委
員

横
田
公
民
館
長

⃝

い
わ
き
市
の

雪
下
和
子
さ
ん
よ
り

	

二
万
円

⃝
福
島
市
の

遠
藤
ヤ
チ
ヨ
さ
ん
よ
り

	

一
万
円

　

ご
寄
付
は
広
報
紙
面
の
充
実

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
送
付
に
対
し
て

　

９
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方

が
社
会
教
育
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
新
任

　

越　

尾　

キ
チ
子（
川　

口
）

　

長
谷
川　

清　

尚（
板　

下
）

▼
再
任

　

渡　

部　

藤　

吉（
宮　

崎
）

　

山　

浦　

京　

子（
川　

口
）

　

滝　

沢　

セ
ツ
子（
上
横
田
）

　

須　

佐　
　
　

健（
上
横
田
）

　

任
期
は
平
成
26
年
９
月
１
日

か
ら
平
成
28
年
８
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

　

な
お
、
８
月
31
日
付
け
で
次

の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

若　

林　

照　

枝（
川　

口
）

　

星　
　
　

正　

弥（
上　

田
）

社
会
教
育
委
員
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只
見
線
を
み
ん
な
で
応
援
す
る
た
め
ポ
ス
タ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

各
町
村
の
子
ど
も
と
只
見
線
が
写
っ
て
い
ま
す
。

　

只
見
線
に
み
ん
な
で
手
を
ふ
り
ま
し
ょ
う
‼

　
◎
問
い
合
わ
せ
…
奥
会
津
振
興
セ
ン
タ
ー　

☎
48
―
５
５
２
５

●●●乗ろう・守ろう・つなごうみんなの只見線●●●

代行バス５,０００人
乗車キャンペーン

終了しました

代行バス区間の　　　
８月中の平均利用人数

（１日あたり）

89.2人

　５,０００人乗車キャンペーンは終了しました
が、町民の方が５名以上の団体で代行バスを利
用された場合などは支援制度を継続して実施し
ております。ぜひ、ご利用ください。
　今後も、只見線を利用し鉄路復旧を目指すた
め、引き続きご協力をお願いします。

　　　　◎問い合わせ…只見線のりのり倶楽部
　　　　　　　　　　　　　☎５４－５２０３

トロッコ列車が運行されます

　９月１９日に川口高校生を対象とした、災害
学習列車交流促進事業が３年生の遠足にあわせ
て行われました。
　生徒たちは、ＪＲ只見線の代行バスに乗車し
て只見に向かいました。只見町では、ブナセン
ターや田子倉ダムの見学を行い、新たな発見が
あったり、交流を深めたり有意義な時間を過ご
したようでした。

川口高校生による代行バス活用

ブナセンターでの様子

　１０月２５日（土）と２６日（日）に運行されます。

　　下り線発　会津若松駅　１０時１５分
　　下り線着　会津川口駅　１２時２７分
　　上り線発　会津川口駅　１４時０３分
　　上り線着　会津若松駅　１６時１６分
　当日は、「奥会津ごっつおまつり」が開催されて
います。会津川口駅から会場へのバスが出ますの
で、ぜひご利用ください。

　１１月８日（土）と９日（日）に運行されます。

　　下り線発　会津若松駅　　９時１８分
　　下り線着　会津川口駅　１１時５２分
　　上り線発　会津川口駅　１４時１０分
　　上り線着　会津若松駅　１６時４６分
　美しい紅葉を眺めながら、ＪＲ只見線特別列車
をお楽しみください。

◎問い合わせ…チケット販売等：会津川口駅　☎５４－２０５３、イベント等：商工観光係　☎５４－５３２７

紅葉の奥会津
SL列車が走ります

みなさんのご協力
ありがとうございます!!
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地域支えあい支援事業
　町では「支えあいながら地域社会を維持する姿」が本来ここに暮らす
住民の姿であると考え、支えあいの地域づくりに貢献できる事業に対し
て支援をしています。平成２５年度は２組の団体が補助を受け、事業を
行っていますので、内容についてお知らせします。

　沼沢地区では、ここ数年
途絶えていた、郷土芸能保
存会のお囃子や唄を復活さ
せ、盆踊りを開催し、お子
さんからお孫さんと多くの
地区民が楽しんで参加して
いただきました。
　以前のアンプやマイクは
とても古く、扱いが難しい
上、マイクの調子も悪かっ
たのですが、今回の支えあい事業で補助を受け購入し
たアンプやマイクは、扱いや持ち運びが簡単で、とて
もスムーズに事業を行うことができました。
　今後は、秋の収穫祭を予定しているので、その際も
アンプやマイクを使って、地区民の交流を行っていき
たいです。これからも、地区民が一斉に集まることが
できる事業を行い地域の活性化を図っていきたいと思
います。

　中川小校友会では、中川小学校区の伝統や文化的な
行事の継承や、地域住民の生活の向上のために活動し
ていますが、会員の減少や高齢化により、活動内容も
縮小傾向にあります。
　今回の支えあい事業で補助をいただき、各集落ごと
の写真を使ったカレンダーを作製したところ、あまり
顔を合わす機会がない方
たちが、お互いの近況が
わかると好評を得ていま
す。
　また、町外出身者への
情報発信となり、今の現
状を伝えるよい機会とな
りました。話題の提供に
もなり、地域がよりまと
まった気がします。
　何年後かにまた作製し
てほしいという声も聞か
れました。
　中川小校友会
　　　会長　星　正彦

団体名
　沼沢地区
事業名
盆踊りや収穫祭を中心とする地域
活性化事業
補助額
　２８８,０００円
事業内容
　沼沢地区では、盆踊りを開催、ま
た、秋には食材を持ち寄っての収穫
祭を催して、地区民が集まる事業を
行っている。
　今回の支えあい事業の補助を受け
て、新しいアンプやマイクを購入
し、事業を円滑に行うことができ、
地域の活性化を図ることができた。

団体名
　中川小校友会
事業名
地域支えあいカレンダー作製事業
補助額
　１１５,０００円
事業内容
　中川小校友会では、統合となった
中川小学校の学区（大志・板下・宮
崎・上田）の地域住民の生活と文化
の向上に寄与することを目的に活動
している。
　今回の地域支えあい事業の補助を
受け、各集落ごとに撮った写真をカ
レンダーにし、各家に配布した。
　作成したカレンダーにより地域の
人の顔を認識することができ、お互
いの地域文化をより理解でき、中川
小学区で連帯感が高まった。

沼沢区長　川辺次郎さん

出来上がったカレンダー
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11
月
1
日
ス
タ
ー
ト

戸
籍
事
務
の
電
算
化
を
開
始
し
ま
す

　

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
戸

籍
事
務
の
迅
速
化
・
効
率
化
を

図
る
た
め
、
町
内
に
本
籍
の
あ

る
方
の
戸
籍
を
電
子
デ
ー
タ
化

し
、
11
月
1
日（
土
）か
ら
運
用

を
開
始
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係
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戸
籍
の
電
算
化
と
は
？

　

現
在
の
戸
籍
は
、
明
治
5
年

の
戸
籍
法
施
行
以
来
、
紙
に
手

書
き
や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
記

載
し
管
理
し
て
き
ま
し
た
。
こ

電
算
化
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
は
？

⃝

証
明
書
の
発
行
ま
で
の
時
間

が
短
縮
さ
れ
ま
す

　

出
生
や
婚
姻
な
ど
の
届
け
出

が
あ
っ
た
場
合
に
、
戸
籍
の
作

成
か
ら
証
明
書
発
行
ま
で
に
か

か
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
証
明
書
発
行
の
際
、
窓

口
で
お
待
ち
い
た
だ
く
時
間
も

短
く
な
り
ま
す
。

戸籍証明書の主な変更点
項　目 現在の戸籍 電算化後の戸籍

名　称 戸籍謄本 戸籍全部事項証明書
戸籍抄本 戸籍個人事項証明書

書　式
縦書き 横書き
文章体 項目別箇条書き
漢数字 算用数字

用　紙 Ｂ４判、Ｂ５判 Ａ４判
手数料 １通４５０円

※申請方法、手数料には変更ありません。

電
算
化
に
よ
る
変
更
点

⃝

氏
名
の
文
字
は
、「
正
字
」で

記
載

　

電
算
化
に
よ
り
使
用
で
き
る

文
字
は
、
常
用
漢
字
や
人
名
用

漢
字
、
漢
和
辞
典
に
乗
っ
て
い

る
文
字
（
正
字
）
で
す
。

　

現
在
の
戸
籍
は
、「
氏
」「
名
」

の
文
字
が
、
手
書
き
に
よ
る
書

き
癖
や
略
字
な
ど
を
そ
の
ま
ま

使
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
辞
典
な
ど
に
載
っ
て
い
な

い
文
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
電
算
化
に
よ
り
、
そ
の

文
字
に
対
応
す
る
「
正
字
」
で

記
載
し
ま
す
。

※
該
当
す
る
方
に
は
、
10
月
上

旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
の
戸
籍
は

ど
う
な
る
の
？

　

今
ま
で
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、

１
５
０
年
間
保
存
さ
れ
ま
す
。

　

婚
姻
や
死
亡
な
ど
で
除
籍
に

な
っ
て
い
る
方
は
、
電
算
化
後

の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
現
在
の
戸
籍
謄
本
は

「
平
成
改
製
原
戸
籍
」
と
な
り

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

◎
問
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わ
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…
住
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税
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の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事

項
を
電
子
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
、

記
載
や
管
理
、
戸
籍
証
明
書
の

発
行
な
ど
の
戸
籍
事
務
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
し
ま
す
。

⃝
戸
籍
証
明
書
の
名
称
と
書
式

な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
全

員
を
証
明
す
る
「
戸
籍
謄
本
」

が「
全
部
事
項
証
明
書
」に
、個

人
を
証
明
す
る
「
戸
籍
抄
本
」

が
「
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書
」

に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。
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50cc以下・90cc以下

1,000円⇒2,000円

自家用車

7,200円⇒10,800円

250cc以下

2,400円⇒3,600円
ミニカー

2,500円⇒3,700円

営業用車

5,500円⇒6,900円

125cc以下

1,600円⇒2,400円
250cc超

4,000円⇒6,000円

平成27年4月1日
以降に新車登録され
る車両自家用車

4,000円⇒5,000円
営業用車

3,000円⇒3,800円 　

今
ま
で
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、

１
５
０
年
間
保
存
さ
れ
ま
す
。

　

婚
姻
や
死
亡
な
ど
で
除
籍
に

な
っ
て
い
る
方
は
、
電
算
化
後

の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
現
在
の
戸
籍
謄
本
は

「
平
成
改
製
原
戸
籍
」
と
な
り

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

	

☎
54
︲
５
１
３
１

※トラクターなどの農耕車ほか、小型特殊自動車については、変更は
ありません。

◎問い合わせ…住民税務係　☎５４－５１２１

平成２７年４月１日より普通自動車税との均衡を図るため、地方税制
の改正により軽自動車税が次のとおり引き上げとなります。

バイク等

軽乗用車

※平成27年3月31日までに登
録された車両については、
変更ありません。

軽貨物車

平成27年度から
軽自動車税が引き上げとなります
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臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

熊が出没しています

　申請の締め切りが１０月２７日（月）までとせ
まっています（郵送は当日必着です。）。１０月
２７日を過ぎると申請できません。申請がまだ
の方は早めの手続きをお願いします。

	 ◎問い合わせ…保健福祉係
	 ☎５４－５１３５

　町内や近隣町村で熊の目撃情報が多数寄せら
れています。被害を防止するために山に入ると
きや、早朝の農作業をするときは鈴、笛、ラジ
オなどで音を出しながら行動し、熊に自分の存
在を知らせましょう。
　また、子熊を見たら近くに母熊がいる可能性
があるため、そっと立ち去りましょう。

	 ◎問い合わせ…農林振興係
	 ☎５４－５３２１

自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示しています。
	 （測定年月日　平成２６年９月１日～平成２６年９月３０日）
※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横田
出張所で行っています。測定を希望される方は、保健福祉係か、
横田出張所へ事前予約が必要です。

　町では定期的に町水道の放
射性物質モニタリング検査を
しています。
　９月３０日現在で町内水道
水から放射性セシウムは検出
されていません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　　　１０ベクレル／１ｋｇ
　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　☎５４−５３１５

水道水の放射性物質
検査結果　　　　　

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（１３４＋１３７合計値）

地下水 3 3 ＮＤ
赤カボチャ 1 1 ＮＤ
さるなし 1 1 ＮＤ

　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合わ
せください。
◎問い合わせ
　保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
　横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
　農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）

地域おこし協力隊

活動報告
　私は昨年の５月末より奥会津金山大自然において活
動させていただいております。
　春には育苗作業、夏は蒸し暑いビニールハウス内で
ミニトマトの生産と収穫作業や、田んぼの畔の周りに
生い茂る雑草の刈り払いを行いました。
　秋の気配を感じると、金山赤カボチャの収穫、そし
て連日の稲刈り作業……稲刈り鎌を手にコンバインに
随伴し、大切な稲の刈り残しが出ぬよう注意深く歩き
ます。
　秋晴れの青い空の下、木陰に座り緑の山を背景に、
映える黄金色の田んぼを眺めつついただく昼食は最高
の味で、どんなご馳走にだって負けません。
　奥会津金山大自然での日々は毎日が勉強であります。大自然で活動する大澤隊員

奥会津金山大自然での活動
	 地域おこし協力隊　大澤　　敦　
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図 書 室 だ よ り

金山町の人口（10月 1 日現在）

世 帯 数　１,１０６世帯（－　１）
人　　口　２,３０３人　（－１２）
　 男 　　１,０９５人　（－　２）
　 女 　　１,２０８人　（－１０）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

あ の 人 こ の 人
９月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

目黒　和
わ

奏
かな
µ
父・目黒　賢治

¶
（川口）

母・　　富貴子

五十嵐理
り

奈
な
µ
父・五十嵐起華

¶
（上横田）

母・　　　花　
お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。
霊よ安らかに

長谷川　ナ　ヲ（９７歳）宮　崎
谷ケ城　久　美（７７歳）玉　梨
五十島　善　二（８７歳）沼　沢
本　多　弘　子（７１歳）大　志
五ノ井　ミヨノ（９６歳）水　沼
三　瓶　ヒサヨ（８２歳）大　塩

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

○新刊紹介
地方消滅／増田　寛也　著（中央公論新社）
　このままでは８９６の自治体が消滅しかねない――。地方に人をとどめ、出生率を高めるためにできる
ことは。衝撃の予測から考える。

感情的にならない本／和田　秀樹　著（新講社）
　「感情的にならない」心の技術と考え方を、精神科医の著者が、体験的に得た方法を精神医学の立場か
ら紹介します。

へんしんクイズ／あきやま　ただし　著（世界文化社）
　子どもに大ウケ！　読んでビックリ！「へんしんシリーズ」大好評！　こえにだしてよんでみると、い
ろんなものがへんしんしちゃう。ふしぎなことばあそび絵本。

一般向け

一般向け

児童向け

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３

＊耐震工事のため、ご迷惑をおかけいたします。
　お一人様３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）

○８月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　６５冊（うち児童向け　４３冊）

　農地中間管理事業とは、農地中間管理機構（（公財）
福島県農業振興公社）が農地の中間的受け皿となり貸
し借りを仲介する制度です。
　この事業は、経営規模縮小などにより農地を貸し出
したい貸し手農家から機構が農地を借り入れ、公募に
応募し公表された借り手農家にまとまった農地を貸し
付けるものです。
　借り受け希望の方は公募に応募する必要があります。
毎年８月と１２月の年２回行いますが、平成２６年度
については１０月にも募集します。

　募集期間は１０月１日～
　　　　　　１０月３１日となります。
　　◎お問い合わせ…農林振興係　☎５４－５３２１

農地中間管理事業の
公募期間について　
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町
民
憲
章

一
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
健
康
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
教
養
を
高
め
、
文
化
の
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
親
切
を
つ
く
し
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
決
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

蔓
た
ぐ
り
ご
ろ
り
と
重
き
紅
あ
ず
ま

	

五
ノ
井
　
フ
　
ミ
（
川
　
口
）

幸
せ
は
こ
ん
な
事
か
も
南
瓜
煮
る

	

栗
　
城
　
ト
サ
子
（
川
　
口
）

そ
よ
風
に
吹
か
れ
揺
れ
て
る
尾
花
か
な

	

諏
　
佐
　
シ
　
ゲ
（
小
栗
山
）

名
月
や
友
の
昇
天
胸
に
し
て

	

五
十
嵐
　
ミ
イ
子
（
川
　
口
）

　

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
や
俳
句
会
へ
入
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で
連
絡

し
て
下
さ
い
。	
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３
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広
報
文
芸

	

金
山
俳
句
会
　
八
月
句
会
　

奥
会
津

ご
っ
つ
お
ま
つ
り

10月25日㈯・26日㈰
両日10：00～１５：００
場所／金山町民体育館周辺
奥会津でしか味わえない
秋のごっつおがたくさん
そば・ごっつお汁・マトンケバブ・赤
カボチャスイーツ・あゆ塩焼き　など 只見線でご来場の方に

ステキなプレゼントが
あります。川口高校生のお点前

地元川口高校生によるお茶のお点前が
披露されます。

⃝１０：４５～　そば早食い大会
⃝１２：４５～　かぼまると
　　　　　 じゃんけん大会
⃝１４：００～　おもしろ釣りゲーム
⃝１１：４５～）ステージショー　１３：１５～　

◎問い合わせ…商工観光係　☎５４－５３２７

平成26年

只見線に乗って
会場に行こう

イベントスケジュール
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